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ニコラス・マーラーの『古典絵画の巨匠たち』：
グラフィック・ノベルの可能性
木川　弘美
要旨
　ウィーンのコミック作家ニコラス・マーラーは、国際的にも知られ、芸術
的な評価も高い。日本語での翻訳出版作品はまだないが、2014 年に京都で『愛
すべき無理難題：マーラー漫画パーク』と題された展覧会が行われ、日本で
も紹介されはじめている。執筆者は展覧会に翻訳者として関わり、幾つかの
マーラー作品に接したことから、本稿ではマンガの中でもグラフィック・ノ
ベルと呼ばれるジャンルに注目し、マーラーの代表作である『古典絵画の巨
匠たち』を中心に、彼の表現形式の特徴とその可能性を考察する。
　この作品の特徴は 3 つあげられる。1 つは 1 頁に 1 コマという形式で物語
が進んでいくことである。見開き 2 コマで場面が展開されていくのだが、同
じような構図を繰りかえすことによって、時間の往き来を暗示する。2 つめ
は舞台となるウィーン美術史美術館の所蔵作品をモチーフに使っていると
ころである。ベルンハルトの原作では具体的な作品がほとんどあげていない
ため、マーラーは独自の視点でテキストにあった作品を選んでいる。3 つめ
にはこの物語の大きなテーマである「妻の死」に関してだが、ここでも構図
の繰り返しを利用し、時間の経過や主人公の心の動きを表現している。
　マーラーの『古典絵画の巨匠たち』は著名な小説を単純にマンガ化したも
のではない。あらすじを追うだけでなく、原作の文章が持つ文体のリズム感
や勢いを表現し、独自の世界を作り上げている。
Alte Meister gezeichnet von Nicolas Mahler:
 Die Möglichkeiten der Graphic Novel
Hiromi Kigawa-Schlecht
Abstract
　 Der Wiener Comiczeichner Nicolas Mahler, inzwischen international bekannt, 
wird wegen seines hohen künstlerischen Niveaus weltweit geschätzt. Ungeachtet der 
Tatsache, dass bis dato keines seiner Werke in japanischer Übersetzung vorliegt, fand 
Ende 2014 in Kyoto eine Ausstellung mit dem Titel "Crossing Borders: Mahler's 
Manga Park" statt, um den Künstler einem breiteren japanischen Lesepublikum 
vorzustellen. Die Verfasserin der vorliegenden Arbeit war an dem Projekt als 
Übersetzerin beteiligt und hatte dadurch die Gelegenheit, sich intensiv mit einigen 
der wichtigsten Werke Mahlers zu befassen. Ihr besonderes Interesse richtet sich 
dabei auf das Genre der sog. Graphic Novel, das einen der Schwerpunkte in Mahlers 
künstlerischem Schaffen bildet. Am Beispiel des Werkes Alte Meister (Original: 
Thomas Bernhard) soll versucht werden, die Besonderheiten von Mahlers Graphic 
Novel und ihren Möglichkeiten herauszuarbeiten.
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　 Insgesamt lassen sich drei wichtige Merkmale erkennen: Typisch für den Transport 
des Geschehens in der Erzählung ist erstens das Ein-Panel-pro-Seite-Konzept. Die bei 
geöffnetem Buch auf jeweils zwei gegenüberliegenden Seiten dargebotenen Szenen 
erzeugen im Leser ein besonderes Gefühl des Gehens und Kommens, des Eintauchens 
in die Vergangenheit und der Rückkehr in die Gegenwart. Eine zweite Besonderheit 
bildet die Tatsache, dass Mahler – anders als Bernhard, dessen Protagonist Reger 
sich bei seinen kulturkritischen Ausführungen nur vereinzelt auf konkrete Bilder 
bezieht – den einzelnen Textstellen stets ein bestimmtes Gemälde des als Schauplatz 
dienenden Wiener Kunsthistorischen Museums beifügt und damit überraschende neue 
Bezüge herstellt. Das dritte bemerkenswerte Merkmal schließlich ist die gelungene 
zeichnerische Umsetzung eines anderen wichtigen Themas in dem Roman: des Todes 
von Regers Frau. Gerade hier zeigt sich Mahlers unverkennbares Talent, mittels eines 
planvoll gestalteten Konzepts den Verlauf der Zeit im Bezug zur inneren Landschaft 
der Hauptfigur darzustellen. Mahlers Comic Alte Meister ist somit alles andere als 
eine bloße Adaption. Mahler ist es gelungen, den Rhytmus und die Dynamik in 
Bernhards Meisterwerk zeichnerisch und konzeptionell umzusetzen und letztlich eine 
neue, originäre Welt zu schaffen.
はじめに
　ウィーン生まれのコミック作家、ニコラス・マーラーは、ドイツ語圏ではまちがいなく
最も有名な作家の 1 人である。1999 年に自主制作のマンガを対象とする ICOM インディ
ペンデント・コミック・プライス 1 で特別賞を受けたのを皮切りに、マックス＆モーリッ
ツ賞はこれまで 3 度受賞し 2、2015 年には文学館連合会賞に選ばれるなど、マーラー作品
は芸術的な評価も高い 3。国際的にも知られ、既にのべ 50 以上の作品が 25 カ国語に翻訳
されているという 4。
　しかし世界に名だたる MANGA の国、日本では、マーラー作品の日本語訳は、未だひ
とつのコミックすら出版されていないことは遺憾である。日本で初めてマーラーの作品を
まとまって紹介したのは、京都で企画された展覧会でのことであった。2014 年 12 月 2 日
から 2015 年 2 月 8 日まで、京都国際マンガミュージアムでは『愛すべき無理難題：マーラー
漫画パーク』と題された特別展が開催された［図 1］。オーストリア、クレムスのカリカチュ
ア・ミュージアムの協力を得て、原画の展示に留まらない、マーラーの魅力を存分に楽し
めるものとなった 5。
　執筆者は展覧会に出品されたマーラー作品の、一部の翻訳を担当した。さらに彼のグラ
フィック・ノベル、『特性のない男』と『古典絵画の巨匠たち』の二作品について、日本
語訳の iPad 版を作成するため、邦訳とマーラー作品で使用されたテキストを付き合わせ
るという、翻訳というより編集的な作業を行った。本稿ではマーラーが描いたグラフィッ
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ク・ノベルについて、代表作『古典絵画の巨匠たち』を中心に、表現形式の特徴とその可
能性を考察する。
マーラー作品の特徴
　まずグラフィック・ノベルについて述べる前に、多岐にわたるマーラーの作品の代表的
な例を幾つかあげ、このコミック作家の特徴を示しておきたい。1969 年生まれのマーラー
は、日本のマンガやアニメの影響が皆無というわけではないが、比較的オーソドックスな
様式の「コミック」から発展し、独自の作品を描いている 6。
　メジャーデビュー前から執筆を続けている『フラシュコ：電気毛布の引きこもり』 7（既
刊 3 巻）は典型的な西洋コミックであるコミック・ストリップの形式をとり、横長の 3 つ
のコマで構成される。登場人物は、筒型の電気毛布に閉じこもってテレビばかり見てい
るフラシュコと母親のみで、アイロニックなユーモアが展開される。図 2 では、「お母さ
ん、ボクが突然戦争に召集されたらどうする？（Was würdest du tun wenn ich plötzlich in den 
Krieg ziehen müsste, Mutter?）」と尋ねるフラシュコに対し、母はひとコマおいてから「電
気毛布を洗うわ（Die Heizdecke waschen.）」と答える。3 つのコマは文字を除けばほとんど
一緒である。前のコマと同じものを文字なしで描くという、時間の経過を示す技法が 2 コ
マ目で見られるが、テレビとテレビ台の色が逆転していることがわかる。こういった配色
の変化は、場所や登場人物（フラシュコが左、母が右という位置すら）の展開が全く変わ
らない物語に、ある種の動きを与えている。１巻の冒頭に示された「フラシュコの世界
（“das flaschko-universum”、［図 3］）」では、彼の世界が母親と、テレビと、電気だけで構成
されていることが示される。「電気（Strom）」を示す線は、電気毛布のコードとなっていて、
コンセントに差しこんである。電気毛布とコンセントの繋がりは、フラシュコにとって重
大なことである。フラシュコ第 1 話は、コンセントが抜けたのを知らずに、毛布が冷たい
と騒ぐフラシュコだが、ほかの全てのコマではケーブルがコンセントにつながっている様
子が表現されている。毛布が暖まっていることは、足元に描かれたＷに似た３つのジグザ
グした線で示される。テレビも彼の世界の１つであるにもかかわらず、ケーブルが描かれ
ないのと対照をなしている。
　『芸術論 vs ゴルトグルーバー徴税官』 8 や『ポルノグラフィーと自殺』 9、『フランツ・カ
フカ・ノンストップ・ラフ・トラック』 10 のような作品は、彼のコミックの中で一番我々
日本人に馴染みやすい形式であろう。ページは左開きだが 11、コマ割りと吹き出しがある
ため「これはマンガである」と認識できる。1 頁に原則 4 コマを配置し、コマの中のテキ
ストは、吹き出しの他に上下に配置された枠の中にも書きこまれる。物語の展開を示すト
書きのようなテキストの枠は、後述する文学作品のコミカライズでも頻繁に使用されてお
り、マーラーの画面を特徴付けるもののひとつである。ノンフィクションめいた物語には、
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眼鏡をかけた長身の男が度々登場するが、これは、190 センチを越えるマーラーの自らの
姿を投影した、自画像のようなキャラクターである。文末に「地獄が満席なら文学者は地
上に戻ってくる」［資料 1］を参考にあげたが、ここでも長身の眼鏡の男がマーラーとし
て描かれている 12。
グラフィック・ノベル
　芸術家としての彼の評価を決定づけたのは、さまざまな文学作品を翻案としたコミック
であろう。マーラーは 2011 年にオーストリアを代表する作家であるトーマス・ベルンハ
ルトの『古典絵画の巨匠たち』 13 を出版した。この作品の成功に続き、次々に新たなコミ
カライズ作品を制作している。2013 年にはムージルの『特性のない男』14 と、ルイス・キャ
ロルとハンス・カール・アルトマンへのオマージュである『サセックスのアリス』 15 を手
がけ、2014 年には再びベルンハルトの戯曲『世界改革者』 16 のマンガ化を行っている。同
年にはフランク・ヴェデキントの『ルル二部作』に基づく『ルルと黒の正方形』 17 も出版
されている。これらの作品はグラフィック・ノベルと呼ばれ、他のマンガとは異なる扱わ
れ方をしている。
　グラフィック・ノベルとは、一般的にはマンガの形式を持つ長編ストーリー書籍であり、
雑誌のような定期刊行物とは異なる 18。グラベットによれば、この言葉を最初に使用した
のは、アメリカのコミック批評家および雑誌編集者であったリチャード・カイルだという。
彼はフルカラーのフランスの芸術的マンガであるバンド・デシネ（Bandes Dessinées）や
日本の単行本マンガを初めてアメリカに紹介したひとりである 19。カイルはコミックをそ
の名が示すような単なる滑稽な（comic）ものだけではなく、さまざまな可能性を秘めた
媒体であると考えていた。それ以前にも現在のグラフィック・ノベルと同様の作品があっ
たと考えられているが 20、実際に作品そのものにグラフィック・ノベルという言葉がつけ
られたのは、ウィル・アイズナーの『神との契約』［図 4］であった 21。4 つの短編からな
るこの作品は、複雑な内容を持つ大人向けのマンガとして制作されたものであった。現在
では、ドイツ語圏でも英語（Graphic Novel）のまま、長編ストーリーマンガを指す言葉と
して使用されている 22。
　マーラー作品のなかでグラフィック・ノベルと呼ばれているのは、文学作品を底本とし
たものである。小説をコミカライズ（マンガ化）する時、当然テキストは厳選され、実際
の小説よりも短くなる。だからといってコミックになった作品が、実際のものよりも劣る
と短絡的に判断するべきではない。様々な芸術作品は何か別の原作に基づいてつくられる
ことも多い。例えば小説を映画化したものは、すべてその小説よりも劣るとは誰も考えな
いだろう。これはマンガという媒体の社会的な地位が低いために起こる偏見でしかない。
マーラー自身は「地獄が満席ならば、文学者は地上に戻ってくる」のなかで、やや自嘲的
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にそのことを語っている［資料 1］。造形芸術作家はマンガの物語性を卑下し、文学者は
要約と省略（本の薄さ）をもってマンガを価値のないものとする。マンガ家はコミックを
絵画と文学の長所を併せ持つ芸術であると主張しながらも、自分たちの生活力のなさを指
摘する。
　マーラーの文学作品を底本とした作品は、3 つの種類に分けることができる。1 つめは、
本稿で主に取り扱う『古典絵画の巨匠たち』のように、「作画：マーラー（gezeichnet von 
Mahler）」と記載するものである。同じくベルンハルトの『世界改革者』もこの形をとっ
ている。2 つ目はムージルの『特性のない男』で示されているように、作者名はマーラー
となっており、「底本：ロベルト・ムージル（nach Robert Musil）」と表記される。3 つめは『サ
セックスのアリス』や『ルルと黒の正方形』のように「着想（frei nach）」という表現が使
用されている。
　表記の違いは原作となる文学作品との距離感である。「作画（gezeichnet）」という言葉
を使う場合、マーラーはコミックを使って物語を示そうと意図している。代表作である『古
典絵画の巨匠たち』については後述するが、「底本」とされるムージル作品の場合、『特性
のない男』は長編小説であるため、頁数の限られたグラフィック・ノベルでは十分にその
物語性を示すことができない。そもそもマーラー自身も、この作品をコミックによって解
説しようとするわけではない。物語は殺人者モースブルッガーを中心にすすみ、画面に描
かれたテキストそのものは、ムージルが記した言葉とほぼ一致する。しかし台詞を発する
人物は、マーラーが描くキャラクターと、ムージルの小説の登場人物と一致しない場合も
見られる。例えば、第 5 章「大会議」では、ディオティーマ女史の「私たちの世紀は、行
動に飢えているからです」 23 という言葉が引用されているにもかかわらず、マーラー版で
はそれが軍服を着た将軍が発していることになっている［図 5］。パプストは文学館連合
会賞選出理由の中で、マーラー版『特性のない男』は、「ムージル・ライト」などではなく、
むしろ中上級者向けの挑戦状といったものだと述べており、「マンガ版」という一見わか
りやすい印象を持つ表現形式が、実は読者のさらなる理解力を必要とするものであること
を示している 24。
　「着想」作品はさらにやや複雑な経路を辿る。例えば『サセックスのアリス』は、アル
トマンの『サセックスのフランケンシュタイン』 25 に由来するものの、もともとこの作品
がルイス・キャロルの『不思議の国のアリス』のパロディであるため、このような婉曲な
表現を使ったのだろう。物語はアルトマンの原作よりキャロル版の逸話を取りいれている。
たとえば、アルトマン版にはないイモムシやチェシャ猫が登場する。話が進むにつれ、舞
台はアルトマンが描いた地中世界へと近づいていく。そして目覚めたアリスとその姉の対
話場面は、再びキャロル版のテキストが使用される。パロディを原作の物語を使ってさら
にパロディ化するという構造の『サセックスのアリス』は、2 つの原作を飛び越え、様々
なテキストからの引用が行われ、巻末には原典のリストが付記されている 26。
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『古典絵画の巨匠たち』
　本節ではあらためてマーラーの『古典絵画の巨匠たち』をとりあげていきたい。ドイツ
の大手出版社のひとつ、ズーアカンプ社による最初のコミックである『古典絵画の巨匠た
ち』は、原作もこの出版社が版権を持っていた 27。20 世紀のオーストリアを代表する作
家であるトーマス・ベルンハルトが著したこの小説は、主人公のレーガーが、ウィーン美
術史美術館の〈ボルドーネの間〉にあるティントレットの《白ひげの男》の前に坐り、友
人であるアッツバッハーに、オーストリア人の特徴として知られる辛辣さで芸術や音楽な
どの文化を語っていく。
　ベルンハルトの原作自体も非常に個性的な作品である。分野ちがいの人間が、文学畑に
ついて言及するのは避けたいのだが、視覚的にも興味深い。まず段落の切り替えがまった
くない。物語がはじまる 1 行目から、最後の 1 行に到るまで、ひとつの段落で書かれてい
る。そして文中には所々斜字体で表現される部分がある。絵画作品のタイトルなど、一般
的に斜字体で示される類の言葉だけでなく、文の途中からでも、何か強調したい部分を斜
字体にしている。これはマーラー版のテキストでも踏襲されている。
　登場人物の外見に関する情報は、原作ではあまり詳しく述べられていない。レーガーは
黒い帽子を被り、冬物のコートを身につけ、杖をついているという表現が物語の冒頭で見
られ、マーラーはそれを比較的忠実に再現している。レーガーの身長については何も手が
かりがないのだが、ずんぐりとした恰幅のよい男性として描いているのは、彼が老人であ
り、経済的に余裕のある生活をしていることが文中から読み取ることができるからであろ
う。この作品は最後の数行をのぞけばアッツバッハーが語る一人称形式をとっているため、
アッツバッハーがどんな人物なのかはわからない。マーラーは、アッツバッハーに、前述
したような痩せた背の高い、眼鏡をかけた若い男という、自画像を模した人物像をあては
めているが、これはアッツバッハー自身が物語を書き留める役割をしており、同じように
物語を紡ぐ自らの姿を投影していると考えられる 28。
　マーラーの『古典絵画の巨匠たち』は、数頁の例外を除けば全てが１頁１コマの形式を
とっている 29。詞書きも、登場人物が発する言葉に関しては、通常のマンガと同様に吹き
出しが使用されるが、基本的には画面の上下につくられた四角い枠の中に収められている。
大河内氏はこの形式を「一ページの内部では時間が経過しないことを意味している」 30 と
述べているが、マンガのコマはスナップ写真のような一瞬を切り取ったものではなく、吹
き出しなどの詞書きや前後のコマとの関係性によって、動きや時間の経過が表現されるも
のであろう。装飾写本の全ページ挿絵のような形式で、見開き 2 コマでコミックが進んで
いく。たとえば、18~19 頁の見開きは、両頁ともほぼ同じ構図が使用されている［図 6］。アッ
ツバッハーが〈セバスティアーノの間〉から〈ボルドーネの間〉を覗き込む姿が連続する
のだが、左頁では〈ボルドーネの間〉にいる監視人イルジーグラーが、右頁では〈セバス
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ティアーノの間〉を通って出て行く姿が見られる。ここでは単純なイルジーグラーの動き
だけが表現されているように見える。しかし、2 つのコマは定点に置かれたカメラによる
2 枚のスナップショットではない。世界を切り取る窓としてのコマの角度がわずかに異な
り、右頁では左頁に描かれていないレーガーの姿が観者に示される。「カメラ」自体も動
いているのである。2 つの頁に記されたテキストを見てみよう 31。
18 頁
上段：イルジーグラーも、私の姿を今日目にしたとき、ひどく驚いていた、というの
も私は昨日彼の面前で、（Irrsigler war ganz erstaunt gewesen als er mich heute sah, 
denn ich hatte ja erst gestern zu ihm gesagt, ）
中段：あり得ないことだ、（daß es ausgeschlossen sei,）
下段：私が二日連続で美術史美術館に来るなど、と言ったばかりだったからだ。（daß 
ich einmal gleich zwei Tage hintereinander in das Kunsthistorische Museum gehen 
werde）
19 頁
上段：ところが、私たち二人は、レーガーも私も、昨日訪れた美術史美術館に（Und 
jetzt sind wir beide, Reger wie ich, heute wieder im Kunsthistorischen Museum）
下段：今日も来ているのだった。（in dem wir erst gestern gewesen waren.）
　普段とは異なり、2 日続けて美術史美術館を訪れた 2 人を見たイルジーグラーが驚いて
いる、という場面なのだが、ここでは 2 通りの図像解釈ができるだろう。
（a）左頁：2 日続けて来たアッツバッハーを見て驚くイルジーグラー
　　右頁：その後巡回のため部屋を出て行くイルジーグラー
（b）左頁：驚くイルジーグラー
　　右頁：前日のイルジーグラー
　（a）の場合は時系列に物語が進んでいくのだが、（b）の場合は異なる。「善良なブルゲ
ンラント人」のイルジーグラーは、2 人の主人公と親しいものの、馴れ馴れしく話しこむ
ようなことはない。1 日おきに美術史美術館にやってくる 2 人の友人の姿を目にしても、
必要以上にかかわることなく、自らの業務を黙々とこなしている。すなわち、（b）の左頁
は物語の「今」（すなわち普通と異なることを驚くイルジーグラー）を描いているのに対し、
右頁はその前の日、アッツバッハーとレーガーが翌日も会うことを約束した日を示して
いる。次の 20 頁には「明日もこちらに来てくれたまえ（Kommen Sie morgen hierher.）」と
いうレーガーの吹き出しがあることからもわかるように、18 頁の場面よりも過去の話で
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あり、次頁ではその約束をイルジーグラーが知らないことも述べられている。つまり、18
頁と 19 頁は連続する時間ではなく、前日の回想シーンであると捉えることができるので
ある。19 頁はあるいはいつもの彼らの姿であるとも考えられる。前日といった特定の日
を示しているというより、過去そして今日ではない未来の姿を表現しているのである。『古
典絵画の巨匠たち』は、なにか大きな事件がおきる話ではない。通常 2 日に 1 度美術館で
来るレーガーと、気の向いたときにだけやってくるアッツバッハーが、レーガーの頼みで
この時だけ続けて会っているのだが、それは芝居を一緒に見るためであって、その後はま
た同じような毎日が繰りかえされる。
　時のねじれは、他の場所にも現れる。20 ～ 21 頁に描かれたレーガーとアッツバッハー
の対話は、さらに 25、55、72 頁で繰りかえされる。これは〈セバスティアーノの間〉からレー
ガーを見ているアッツバッハーの回想であるため、異時同図としてアッツバッハーが 1 コ
マに 2度描かれている［図 7］。〈ボルドーネの間〉にいる 2人は、その時の現実の姿ではなく、
アッツバッハーの記憶を表現したものである。同じ構図は 86、90、91 頁でも使用されて
いるが、ここではリアルタイムのアッツバッハーのみが示されているため、〈ボルドーネ
の間〉の長椅子は空のままである 32。
　〈セバスティアーノの間〉からレーガーをのぞき見るアッツバッハーという状況は、実
はこの物語の大半を占める。ほとんど全ての対話はアッツバッハーの追憶であり、現実に
今起きている出来事ではない。この場面はマーラー版でも重要な意味を持つ。マーラーの
スケッチブックを見ると、かなり早い時期にこの繰りかえされる構図ができあがっている
ことがわかる［図 8］ 33。これらの場面は、アッツバッハーの回想の導入となり、のちに
現実世界へと戻す役割を果たしている。
マーラー版に登場するウィーン美術史美術館所蔵作品
　原作の小説では、舞台こそ美術史美術館の内部が中心となるが、レーガーの話は多岐に
わたる。美術や音楽、小説といった文化的な事象への皮肉たっぷりな言及、監視員のイル
ジーグラーについて彼の人生をなぞるなど、次から次へとよどみなく文章が流れていく。
マーラーはその中から美術作品との関わりにかなりのページを割いている。
　ベルンハルトの原作では、具体的な作品名がほとんどあげられていない。画家の名前
自体は美術史美術館に作品が所蔵されているかどうかを別として多々あげられているが、
レーガーがその前に坐る、「〈ボルドーネの間〉のティントレットの《白ひげの男》」以外
に所蔵作品名が登場するのは、ティフリスから来た画家が見たがっていたトマス・ゲイン
ズバラの《サフォークの風景》 34 だけである。
　一方で、マーラー版には多数の作品が登場する。作品の選出は、構図の構想よりあとに
行われているようだ。マーラーのスケッチブックを定点撮影したグーゼンバウアーの映像
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からは、はじめの頁ではほとんど具体的な作品をスケッチしたものはみられない 35。引用
される作品は、単に美術史美術館の内部を描写するための記号ではない。それぞれの作
品はマーラーの解釈に基づき選択され、テキストと密接に結びついている。［資料 2］は、
マーラーの『古典絵画の巨匠たち』の構成をあらわしたもので、各頁の文章が原作の対応
するページを示し、引用作品をあげている 36。圧倒的に多いのはやはりティントレットの
《白ひげの男》なのだが、その他にも 33 点の作品がマンガの中に引用されている 37。執筆
者はコミックを片手に美術史美術館を丸一日歩き回り、典拠となる作品を探してみた。非
常に楽しい作業であったのだが、中央階段の踊り場にあるカノーヴァの彫刻（16 頁）や、
ベラスケスの《マリア・テレサの肖像》（64 頁）など、有名どころは探すまでもないが、ヤー
コポ・バッサーノの《マギの礼拝》（50 頁）のように、馬と従者といった断片のみが描か
れた作品に関しては、美術史を専門としている人間にとっても容易いことではなかった。
　《サフォークの風景》が取りあげられていないことには、ベルンハルトが唯一《白ひげ
の男》以外で直接名前を挙げた作品をあえて避けるという、マーラーのややアイロニック
な自己主張を感じるのだが、イギリスの画家であるゲインズバラに対する評価が、原作の
中で一貫して批判されているイタリア至上主義とは異なるものであるからであろう。レー
ガーの毒舌に対応するように、マーラーはイタリアの画家、それもティントレットにちな
んでヴェネツィア派の画家の作品を多数取りあげている。これは美術史美術館のイタリア
絵画コレクションが、ハプスブルク家の所蔵作品を基盤とするため、フィレンツェやロー
マの作品よりも、盛期ルネサンス以降のヴェネツィア派がもともと多いことが一つの要因
となっている。
　ベルンハルトの原作には、既に次のようなレーガーの言葉がある。「それだって一つの
方法なんだよ、何もかもカリカチュアにするというのもね。／素晴らしい名画はただそ
れをカリカチュアにしたときにしか僕らには耐えようがない。／でもねえ、たいていの
人々はカリカチュアにするってことができないんだ、最初から最後まで恐ろしくきまじ
めに何でも観察してしまうんだ。（…es ist ja auch eine Methode, alles zur Karikatur zu machen. 
/ Ein großes bedeutendes Bild halten wir nur dann aus, wenn wir es zur Karikatur gemacht haben. / 
Die meisten Menschen sind aber zum Karikieren unfähig, sie betrachten alles bis ans Ende mit ihrem 
fürchterlichen Ernst.）」 38。これを受けてマーラーは独特なユーモアを持って作品をディフォ
ルメする。ティントレットの《スザンナの水浴》（70、71 頁）は風船のように膨らんだス
ザンナが描かれ［図 9、10］、美術館の見学者はキャラクター化したスザンナを背負って
運んでいく（78 頁）。これは人々の名画に対する無条件の賛嘆を具現化したものであり、
レーガーは「賛嘆をコートのように階下のクロークに預ける勇気もない（sie haben nicht 
den Mut, ihre Bewunderung genauso an der Garderobe unten abzugeben wie ihren Mantel.）」と糾
弾する。
　61 頁では「ヨーロッパでは、絵はいつもただカトリックの神の手の中に、そして神の
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頭に描き込まれるばかりだった、と彼は言った、／カトリックの神とそのカトリック的な
神々のね。（In Europa haben sie immer nur einem katholischen Gott in die Hände und an den Kopf 
gemalt, sagte er, / einem katholischen Gott und seinen katholischen Göttern.）」というレーガーの
台詞に、クラーナハの《エデンの楽園のアダムとエヴァ》を選んでいる。異時同図法で描
かれたこの作品の画面右上を部分的に使用している。天空に父なる神の姿がみえるが、雲
に囲まれて頭だけが浮かんでおり、マーラーがテキストからイメージを結びつけているこ
とがわかる。ここにも彼のユーモアが隠されている。原画では、神の頭の視線の先に、原
罪を犯して隠れようとしているアダムとエヴァが描かれているのだが、マーラーは楽園追
放を組みあわせている。これは二人を追い立てる天使を、マーラーのマンガキャラクター
「エンジェルマン」 39 に置きかえるためであろう［図 11、12ab］。
　イタリア絵画に次いで目に付くのが、ルーベンスの作品である。ルーベンスはフランド
ルの画家で、イタリア至上主義とは関わりがないのだが、神聖ローマ皇帝マクシミリアン
一世や、イザベル・クララ・エウヘニアの肖像画はハプスブルク家の一族であることから
選ばれていると考えられる。彼らによってイタリア絵画はウィーンに集められることにな
るのだから。ルーベンスの愛妻エレーヌ・フールマンを描いた《毛皮ちゃん》は、ほぼ同
じ構図で作品のはじめとおわりに 2 度登場している（15、144 頁）。これはレーガーの亡
き妻との関係を連想させる。
　レーガーが 1 日おきに美術館に通うのは、妻を亡くした悲しみから立ち直るためである。
物語の前半で、レーガーの妻が既に死去していることが述べられるが、その見開き頁［図
13］は《白ひげの男》の前に坐るレーガーという同じ構図が並べられている。左頁（36 頁）
の《白ひげの男》は、顔の部分が四角いテキストスペースで覆われている。主軸となる作
品をテキストで一部隠すという方法を、マーラーは繰り返し行っている 40。これはレーガー
あるいはベルンハルト（そしてマーラー）の、芸術作品への、小説のタイトルが示す「西
洋絵画の巨匠たち（Alte Meister）」へのゆがんだ愛情を暗示するものであろう。右頁（37 頁）
は額縁だけが残され、絵のあるべき空間はテキストで埋められている。白く空いた画面と
対称的なまわりの黒い影は、主人公の心の空隙を読み手に伝えてくる。
　再び妻の話が登場するのは 101 頁からである。レーガー夫人については原作でもかなり
の頁を費やしているのだが、マーラーもまた入念にこの部分を仕上げている。〈ボルドー
ネの間〉のティントレット作品の前に坐るレーガーという、繰りかえされてきた構図が
再び現れ、そこには妻も一緒に描き込まれるのだが、2 人の姿はそれが過去のものである
かのように四角いパネルのような形ではめこまれている（104 頁）。対となる 105 頁では、
美術館の風景は消え去り、2 人のパネル写真だけが残る。さらに 106 頁では 1 コマの中に
パネル写真が 3 枚並び、パネル写真をコマと捉えるならば、105 ～ 106 頁に並ぶ 4 つのコ
マは、たった 1 つの言葉「いいえ。（Nein.）」を発するまでの短い時間が表されることに
なる［図 14］。これは前述した『フラシュコ』の技法と同様のもので、わずかな時間では
23
清泉女子大学紀要　第 63号　2015 年 12 月
あるにもかかわらず、そこに流れる時間が重要な意味を持つとき、マンガではコマを繰
りかえすことがある。これは 1 コマの中に込められた時間が一瞬ではないことと、ある意
味で対照をなす描写方法であろう。レーガー夫妻の 3 枚パネルのコマは、110 頁では他の
夫婦たちのパネルに置きかえられ、111 頁では妻の死を表す黒い四角形に変化している 41。
頁をめくると再び美術史美術館に戻ってくるものの、パネルはレーガーひとりになり、曖
昧な点線で囲まれた様子は、妻の死によって美術館に行くことができなくなった姿を暗示
する［図 15］。レーガーを美術館の空間から切り離す点線が消滅しても、混沌とした世界
が続いていくのだが、新聞を持ってくるイルジーグラーによって、再び現実の世界へと呼
び戻される（140 頁）。ここでもまたティントレットの前の長椅子に坐るという構図が繰
りかえされる。
　このように、ニコラス・マーラーのグラフィック・ノベル『古典絵画の巨匠たち』は、
著名な小説を単純にマンガ化したものではない。基本的なストーリーを追いつつ、その中
でマーラー自身の心の琴線に触れたものを、独自の方法で絵画化していく。300 頁にわたっ
てぎっしりと文字が並んだ原作を、150 頁、いいかえれば 150 コマで表現する過程におい
て、物語はマーラーが選択した絵画作品と対応し、時に前後する。［資料 2］でマーラー
版と小説版（日本語訳）の対応頁数を見ると、マーラーが選択した部分は極端に偏りがあ
ることがわかる。ベルンハルトが諸方面の文化を取りあげているのに対し、このグラフィッ
ク・ノベルでは、主に美術に関わる部分と、レーガーと妻の関係について焦点を当ててい
る。つまり、マーラーはベルンハルトの作品を単純に省略しているのではなく、抽出して
いるのである。絵解きのあらすじといった表面的なことだけではなく、原作の文章の持つ
リズム感や勢いも表現しようとする彼の試みは、十分に成功しているといえよう。
おわりに
　マーラーはコミックのさらなる新境地を開拓している。彼のコミカライズや翻案作品を
出版しているズーアカンプ社は、2015 年に 2 つの作品の出版を予定している。ひとつは『カ
ントで楽しく』 42 と題された、哲学者たちに焦点を当てたストーリーマンガである。この
作品はマーラーのオリジナルストーリーで、ズーアカンプ社によれば「22 人の著名な哲
学者たちの知られざる生活風景を描きだした」ものであるという。
　もうひとつはサン・テグジュペリの『星の王子さま』 43 である。この作品はカールスルー
エ造形大学教授で、ZDF（第二ドイツテレビ）の『哲学カルテット（Das Philosophische 
Quartett）』の共同司会を務めた著名な社会学者、ペーター・スローターダイク（Peter 
Sloterdijk）の翻訳にマーラーが挿絵をつけるという、これまでとは異なる形式がとられて
いる。マーラーにとって『星の王子さま』は意欲作となるだろう。もともとこの作品は、
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サン・テグジュペリ自身が描いた挿画がつけられている。作者自身が描いたイラストを越
えるものを、マーラーがどうつくりだすのか。2015 年 9 月現在、ズーアカンプ社は表紙
のみを公開している［図 16］。これは「小惑星Ｂ 612 の王子さま」で、オリジナル版だけ
でなく各言語に翻訳されたものの表紙に使用されている 44。マーラーもそれに習ってこの
場面を選んだと思われる。構図そのものの大幅な変更は認められないが、星の王子さまは
原作とは異なる姿をしている。黄色のマフラーは他の場面で王子が身につけているものだ
が、真っ赤な外衣と白いボタンの組みあわせは、石ノ森章太郎の『サイボーグ 009』のコ
スチュームのように見えてくる。他の挿画はどのように翻案されるのか。マーラーの手に
かかると「ゾウを消化しているさいちゅうの大蛇を描いたもの」はどう表現されるのか。
いい意味で予想を裏切られることを期待している。
［付記］
　本稿の執筆にあたり、ニコラス・マーラー氏、京都精華大学ジャクリーヌ・ベルント教
授、京都国際マンガミュージアム應矢泰紀氏、クレムスのカリカチュア・ミュージアム館
長ゴットフリート・グーゼンバウアー氏をはじめ、展覧会に関わった方々から貴重な資料
やご助言をいただきました。記して感謝申し上げます。
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1  ICOM (Interessenverband Comic e. V.) Independent Comic Preis. 一般市場で出版されるコミックに対
するマックス＆モーリッツ賞に対し、狭い範囲で流通する自主制作コミックにスポットをあて
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ヴォルフが設立した「ブルンフト出版」（Brunft はドイツ語で発情期の意味）は当時オーストリ
アで唯一のコミック自主出版社であった。参考：ICOM HP (http://www.comic-i.com/aaa-icom/docs/
preise_indie1999_home.html)。
2  Max-und-Morits-Preis. この賞は 1984 年からエアランゲンで開催されている国際マンガフェ
ア（International Comic-Salon Erlangen）で授与される。マーラー作品は、2006 年にドイツ語圏
の最も優れたコミックとして『居心地の悪さ』（Nicolas Mahler, Das Unbehagen, Zürich: Edition 
Moderne, 2005）が、2008 年にはコミック・ストリップの分野で、ICOM でも受賞した『フラシュコ』
（Mahler, Flaschko: der Mann in der Heizdecke, Zürich: Edition Moderne, 2002）が受賞している。さら
に 2010 年にはドイツ語圏の最も優れたコミック作家として選ばれた。参考：International Comic-
Salon Erlangen HP (http://www.comic-salon.de/index.asp?FsID=65&spr=1)。
3  Preis der Literaturhäuser. 文学館連合会によって毎年選出される文学賞（HP: http://www.literaturhaus.
net/projekte/preis/）。文学館連合会（Netzwerk der Literaturhäuser）は、ドイツ語圏の諸都市に置か
れた「文学館」で、文学に関するさまざまなイベントやプロジェクトを行っている。
4  Nico Weber, Big in Japan: Ein Zeichner im Land der Zeichen, Sat 3, gesendet am 25. April, 2015; id. 
Nicolas Mahler im Interview, literaturhaus.net (http://www.literaturhaus.net/projekte/projekt.htm?p=585).
5 この展覧会の先駆けとなったのは、クレムスのカリカチュア・ミュージアムで行われたマー
ラーの特別展（Nicolas Mahler. Wer alles liest, hat nichts begriffen, 29. 11. 2013-23.03.2014 in Karikatur 
Museum Krems）であった。京都の展覧会については、以下の文献を参照。應矢泰紀「『愛すべ
き無理難題　マーラー漫画パーク』キュレーションのコンセプト」（『国際マンガ研究』5 巻、
25
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2015 年）、241-260 頁。
6 コマ割りやテキストの配置といった画面構成は、現在世界中で読まれている日本のストー
リーマンガとは異なる部分が多いが、「コスプレ注解」（“Anmerkungen zu Cosplay,” in Mahler, 
Pornographie und Selbstmord, Berlin: Reprodukt, 2010, pp. 19-24.）」や『ウィーナー』誌（Wiener, 
1979~）に掲載された「スシとマキ」シリーズなど、日本を意識した作例は少なくない。マーラー
と日本のマンガや文化に関しては、以下の論文を参照。クラウディア・シュミット「ニコラス・
マーラーの作品がほのめかすオーストリアにおける「日本」」、（『国際マンガ研究』5 巻、2015 年）、
261-283 頁。京都の展覧会に伴い、マーラー自身も初来日した。
7  Mahler, Flaschko, Wien: Edition Moderne, 2002~.
8  Mahler, Kunsttheorie versus Frau Goldgruber, Wien: Reprodukt, 2007 (2003).
9  Mahler, Pornographie und Selbstmord.
10  Mahler, Franz Kafkas nonstop Lachmaschine, Berlin: Reprodukt, 2014.
11 日本のマンガは文字の配列を原則縦書きにするため、右開きである。初期に欧米で翻訳された
日本のマンガは、画面の左右を逆転し、左開きにしてしまうものも多かった。
12  Mahler, “Wenn die Hölle voll ist, kommen die Germanisten auf die Erde zurück,” in Franz Kafkas nonstop 
Lachmaschine, pp. 51-56. 本稿の資料として、展覧会のために執筆者が翻訳した日本語版を、京都
精華大学ジャクリーヌ・ベルント教授と京都国際マンガミュージアムの應矢泰紀氏のご好意に
より、転載させていただいた。以下の文献にもこの作品が再録されている。ジャクリーヌ・ベ
ルント編『国際マンガ研究』5 巻、2015 年、285-292 頁。
13  Thomas Bernhard, Alte Meister Komödie, gezeichnet von Mahler, Berlin: Suhrkamp, 2011.
14  Mahler, Der Mann ohne Eigenschaften, nach Robert Musil, Berlin: Suhrkamp, 2013.
15  Mahler, Alice in Sussex, frei nach Lewis Carrol und H.C. Artmann, Berlin: Suhrkamp, 2013. 
16  Thomas Bernhard, Der Weltverbesserer, gezeichnet von Mahler, Berlin: Suhrkamp, 2014.
17  Mahler, Lulu und das schwarze Quadrat, frei nach Frank Wedekind, Berlin: Suhrkamp, 2014.
18  Christopher Murray, “Graphic novel,” in Encyclopedia Britanica (online: http://global.britannica.com/). 定
期刊行物であっても、のちにまとめられて１冊の本になったものはグラフィック・ノベルと呼
ばれることがある。例えば、マーラーの『サセックスのアリス』はもともとフランクフルター・
アルゲマイネ新聞（Frankfurter Allgemeine Zeitung）に連載されていたものだが、出版元のズーア
カンプ社はグラフィック・ノベルに分類している。Cf. Suhrkamp Verlag HP (http://www.suhrkamp.
de/graphic-novels_1013.html).
19  Paul Gravett, Graphic Novels: Everything You Need to Know, London: Harper Design, 2005, p. 8.
20  19 世紀におけるグラフィック・ノベル的作例については、以下の文献を参照。Id. pp. 
8-9; Stan Tychinski, “A Brief History of the Graphic Novel,” Brodart, 2004 (http://web.archive.org/
web/20080603041720/http://www.graphicnovels.brodart.com/history.htm).
21  Will Eisner, A Contract with God, Baronet Books, 1978. ペーパーバックではあるものの、表紙に「A 
Graphic Novel by Will Eisner」と記載されている。Gravett, ibid, p. 9: 森田直子「コミックスの文化
的認知と学術研究の関係について：基調講演のコメントにかえて」（『国際マンガ研究』1 巻、
2010 年）、31 頁注１。
22  ドイツでも日本マンガの翻訳版が人気となっているが、グラフィック・ノベルとは見なされて
いないものが多い。翻訳マンガの売り場はグラフィック・ノベルとは異なる場合も多く、ドイ
ツの大手書店フーゲンドゥーベル（Hugendubel）のマリーエン広場店では、2015 年 2 月に訪れ
たところ、マンガとグラフィック・ノベルのフロアを分けて販売していた。
23  ロベルト・ムージル、加藤二郎訳『ムージル著作集第 4 巻：特性のない男 4』、松籟社、1993 年、
59 頁。
24  Manfred Papst, “Kleine Laudatio auf Nicolas Mahler,” 2015 in literaturhaus.net (http://www.literaturhaus.
net/projekte/preis/2015/papst.htm).
25  Hans Carl Artmann, Frankenstein in Sussex. Fleiß und Industrie, Frankfurt am Main: Suhrkamp, 1969 （Ｈ・
Ｃ・アルトマン、種村季弘訳『サセックスのフランケンシュタイン』、河出書房新社、1972 年）.
26  Mahler, Alice in Sussex, pp. 139-141. 引用されている文献は、ヴォルテールやニーチェなどの哲学
者や、メルヴィルやシオランのような作家など多種多様である。
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27  原作：Thomas Bernhard, Alte Meister Komödie, Frankfurt am Main: Suhrkamp, 1988 (2013)、邦訳：トー
マス・ベルンハルト、山本浩司訳『古典絵画の巨匠たち』、論創社、2010 年。
28  同じ姿をしたキャラクターは、前述したようにマーラーのノンフィクション的な作例（『芸術論
vs ゴルトグルーバー徴税官』や『ポルノグラフィーと自殺』）にも登場する。
29  1 頁 1 コマの手法は、のちに『詩』（Gedichte, Berlin: Insel, 2013）という作品を生みだしている。
見開きではなく、片側 1 頁のみではあるが、イラストとたった 1 つの言葉が頁をめくる毎に現
れてくる。グラフィック・ノベルでは、『ルルと黒の正方形』がこの形式を踏襲している。
30  大河内朋子「文学からコミックへ：ニコラス・マーラー『古典絵画の巨匠たち』（トーマス・ベ
ルンハルト原作）における「語り」について」（『Seminarium』34 号、2012 年）、8 頁。
31  日本語訳は、スペースや吹き出しの段にあわせるため、完全な対訳とはなっていない。
32  86 頁のアッツバッハーが時計の代わりに携帯電話で時刻の確認をしているのも、このキャラク
ターがマーラー自身を暗示しているからであろう。
33  Gottfried Gusenbauer, Nicolas Mahler blättert druch seine Skizzenbücher, Karikaturmuseum, Krems, 2013. 
クレムスのカリカチュア美術館館長ゴットフリート・グーゼンバウアー氏のご好意により、こ
のフィルムを入手することができた。これは『特性のない男』、『サセックスのアリス』、『古典
絵画の巨匠たち』のスケッチブックを一枚ずつめくっていく様子を撮影したものである。
34  Thomas Gainsborough, Landschaft in Suffolk, c. 1750, Wien, Kunsthistorisches Museum.
35  Gusenbauer, op. cit. 残念なことにこのフィルムでは、『古典絵画の巨匠たち』のスケッチブックの
半分までしか映像化されていない。画面に映る最後の頁が 64 頁に描かれているベラスケスの《マ
リア・テレサの肖像》である。この先の頁に実際の作品をデッサンしたものが続いているのか
どうかは、今回の調査ではわからなかった。
36  この表は『愛すべき無理難題：マーラー漫画パーク』展のためにマーラー版の『古典絵画の巨
匠たち』日本語訳（iPad 版）を作成する際に調査したデータをもとにしているため、翻訳され
た日本語版の対応頁を記入しているが、実際の作業では、マーラー版の詞書きと比較するため
にドイツ語版も使用した。本文中に使用している日本語訳は、以下の文献を参照した。トーマス・
ベルンハルト、山本浩司訳『古典絵画の巨匠たち』、論創社、2010 年。この展覧会では『古典絵
画の巨匠たち』だけでなく、ムージルの『特性のない男』のマーラー版に関しても、邦訳版の
対応箇所を抽出する作業をおこなった。應矢、前掲書、248 頁。
37  ツムブッシュの《マリア・テレジア記念像》は、正確に言えば美術史美術館の前の広場に置か
れたものである。46 頁に描かれた、天使が男のあご髭をさわる断片のみ該当作品が見つけられ
なかった。執筆者による 2014 年 9 月 7 日のマーラーへのインタビューでは、本人も覚えていな
いという返事であった。なお、66頁では「かのおぞましいナチの起源であり先駆けでもあるデュー
ラー、身の毛もよだつようなデューラーめは（wie dieser schreckliche Ur- und Vor-Nazi Dürer, dieser 
schauerliche Dürer）」という詞書きを引用しているにもかかわらず、アルトドルファーの《聖母子》
を描いていることについては、単なる間違いで特に深い意味があるわけではないという。
38  Mahler, Alte Meister, pp. 72-74.
39  Mahler, Engelmann: der gefallene Engel, Hamburg: Carlsen, 2010.
40  Mahler, Alte Meister, pp. 18, 20, 26, 34~36, 38, 39, 41, 55, 72, 91, 94, 96, 97, 100, 107. そのうち 26、34
～ 36、38、39、41、94、100、107 頁は構図が全く同じで、すべてがアッツバッハーの回想によ
るレーガーの言葉が記されている。
41  死と黒く塗りつぶされた四角形は、のちの『ルルと黒の正方形』でも使用されている。ルルの
死によってコマは突然ルルからの視点のように真っ黒に塗りつぶされる。ここでは近代絵画の
イコン的な存在である、カジミール・マレーヴィチの《黒の正方形》へのオマージュでもある。
Mahler, Lulu und das schwarze Quadrat, p. 141. ただしこの頁には番号がつけられていない。
42  Mahler, Partyspaß mit Kant, Berlin: Surkamp（2015 年 10 月 24 日発売予定）.
43  Antoine de Saint-Exupéry, Der kleine Prinz, Berlin: Surkamp （2015 年 11 月 7 日発売予定）.
44  例えば日本語版（谷川かおる訳、ポプラ社、2006 年）でもこの場面が表紙となっている。
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10
2〜
10
4 
19
1 
10
3、
10
4
頁
は
原
文
の
省
略
あ
り
 
10
2、
10
4
頁
：
T
W
M
（
テ
キ
ス
ト
で
隠
さ
れ
る
）
10
5 
19
1〜
19
2 
 
 
10
6〜
10
7 
19
2 
 
10
7
頁
T
W
M
：（
テ
キ
ス
ト
の
下
）
 
10
8 
19
8 
 
 
10
9 
19
8〜
19
9 
 
 
11
0 
19
9 
 
 
11
1〜
11
2 
22
8 
 
11
2
頁
：
T
W
M
（
テ
キ
ス
ト
の
下
）
 
11
3 
22
7 
 
 
11
4〜
11
5 
22
8 
 
T
W
M
 
11
6〜
11
7 
24
6 
11
6
頁
は
原
文
の
省
略
あ
り
 
壁
は
T
W
M
の
場
所
だ
が
、
作
品
は
外
さ
れ
て
い
る
11
8 
24
1 
原
文
の
省
略
あ
り
 
 
11
9 
27
4 
 
 
12
0〜
12
1 
27
7 
 
ジ
ョ
ッ
ト
《
ピ
エ
タ
》（
パ
ド
ヴ
ァ
、
ス
ク
ロ
ヴ
ェ
ー
ニ
礼
拝
堂
）
 
12
2 
27
9-
28
0 
 
T
W
M
（
顔
が
な
い
）
 
12
3 
28
1 
 
 
12
4〜
12
5 
28
3 
 
 
12
6 
28
2〜
28
3 
 
 
12
7〜
12
9 
28
3 
 
 
13
0〜
13
2 
29
3 
13
1、
13
2
頁
は
原
文
の
省
略
あ
り
 
13
1
頁
：
フ
ラ
・
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
《
神
殿
奉
献
》
 
13
2
頁
：
ル
ー
ベ
ン
ス
《
聖
母
マ
リ
ア
被
昇
天
》
 
13
3〜
13
5 
29
4 
13
3
頁
は
原
文
の
省
略
あ
り
 
13
3
頁
：
マ
ビ
ュ
ー
ス
《
聖
母
子
を
描
く
聖
ル
カ
》
13
4
頁
：
バ
ル
ド
ゥ
ン
ク
・
グ
リ
ー
ン
《
人
生
の
三
段
階
と
死
》
 
13
5
頁
：
T
W
M
 
13
6〜
13
7 
76
 
 
13
6
頁
：
ベ
ネ
デ
ッ
ト
・
カ
チ
ャ
ト
ー
リ
《
聖
母
子
と
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
》
 
マ
ー
ラ
ー
版
頁
 
日
本
語
訳
頁
 
備
考
 
引
用
作
品
 
13
8〜
14
1 
29
9 
 
13
8
頁
：
イ
ア
サ
ン
ト
・
リ
ゴ
ー
《
ズ
ィ
ン
ツ
ェ
ン
ド
ル
フ
伯
爵
の
肖
像
》
 
14
0、
14
1
頁
：
T
W
M
 
14
2〜
15
0 
 
テ
キ
ス
ト
な
し
 
14
3
頁
：
T
W
M
 
14
4
頁
：
ル
ー
ベ
ン
ス
《
毛
皮
を
ま
と
っ
た
エ
レ
ー
ヌ
・
フ
ー
ル
マ
ン
》
 
14
9
頁
：
カ
ス
パ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ツ
ム
ブ
ッ
シ
ュ
《
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
記
念
像
》
 
15
1 
30
0 
原
文
の
省
略
あ
り
 
15
1
頁
：
カ
ス
パ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ツ
ム
ブ
ッ
シ
ュ
《
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
記
念
像
》
 
15
2 
30
0〜
30
1 
原
文
の
省
略
あ
り
 
15
2
頁
：
カ
ス
パ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ツ
ム
ブ
ッ
シ
ュ
《
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
記
念
像
》（
テ
キ
ス
ト
の
下
）
 
15
3〜
15
6 
30
1 
15
6
頁
に
は
原
文
で
斜
体
に
な
っ
て
い
て
も
マ
ー
ラ
ー
版
で
は
普
通
の
字
体
を
使
用
し
て
い
る
 
15
3〜
15
6
頁
：
カ
ス
パ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ツ
ム
ブ
ッ
シ
ュ
《
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
記
念
像
》（
テ
キ
ス
ト
の
下
）
 
15
7 
30
1〜
30
2 
原
文
で
斜
体
に
な
っ
て
い
て
も
マ
ー
ラ
ー
版
で
は
普
通
の
字
体
を
使
用
し
て
い
る
 
15
7
頁
：
カ
ス
パ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ツ
ム
ブ
ッ
シ
ュ
《
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
記
念
像
》（
テ
キ
ス
ト
の
下
）
 
15
8 
30
2 
原
文
の
省
略
あ
り
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図 1：京都国際マンガミュージアム『愛すべき無理難題：マーラー漫画パーク』会場風景（執筆者撮影）
図 2：ニコラス・マーラー『フラシュコ』第 1 巻、4 頁下段
図 3：マーラー「フラシュコの世界」、
『フラシュコ』第 1 巻、1 頁
図 4：ウィル・アイズナー『神との契約』表紙
32
清泉女子大学紀要　第 63号　2015 年 12 月
図 5：マーラー『特性のない男』、64 頁
図 6：マーラー『古典絵画の巨匠たち』、18 ～ 19 頁
33
清泉女子大学紀要　第 63号　2015 年 12 月
図 7：マーラー『古典絵画の巨匠たち』、55 頁
図 8：グーゼンバウアー『ニコラス・マーラーがスケッチブックをめくる』、
カリカチュア・ミュージアム、クレムス、2013 年（ドキュメンタリーフィルム）
34
清泉女子大学紀要　第 63号　2015 年 12 月
図 9：マーラー『古典絵画の巨匠たち』、
　　　70 頁
図 11：マーラー『古典絵画の巨匠たち』、61 頁
図 10：ティントレット《スザンナの水浴》、
　　　1560 年頃、ウィーン美術史美術館
図 12a：《エンジェルマン》
　　	　（マーラー『エンジェルマン』より）
35
清泉女子大学紀要　第 63号　2015 年 12 月
図 12b：ルーカス・クラーナハ（父）《エデンの楽園》（部分）、1530 年頃、ウィーン美術史美術館
図 13：マーラー『古典絵画の巨匠たち』、36 ～ 37 頁
36
清泉女子大学紀要　第 63号　2015 年 12 月
図 14：マーラー『古典絵画の巨匠たち』、106 頁
図 16：サン・テグジュペリ（画：マーラー）
　　　『星の王子様』、ズーアカンプ、2015 年（表紙）
図 15：マーラー『古典絵画の巨匠たち』、112 頁
